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1 。緒 言　　形状 記憶合金 捧材の 接合 プ ロ セ ス とし て 摩擦圧接法 を適用 し、母材 と同等以

上の 引張強度特性及 び 同等の形状 記憶特性 を持 つ こ とを明 らか に した 1）
。 そ こ で 本 報で は 、

透過電子顕微鏡 に よ り摩擦圧 接部 の構造解析 を試み 、 形状記憶現 象に 関連 する個 々 の 相の

構造 を明 らか に した い 。

2 ．実験方法　　本研 究に 用い た試料 の 組成は Ti・50，7at ％ Ni で 、ア ル ゴ ン雰囲 気下 の プ

ラ ズ マ 溶解に よ り溶製 した 。
こ れ をさ らに 真空 ア

ーク 溶解 し、鍛造 、 線材圧 延 に より 6mm

径の 棒材 と した 。 熱処理 は 2種類 と した 。

一一
っ は摩擦圧接後に 773K で 30min ．保持後氷水

中焼 入 れ す るも の （W ・HT ）で 、 もう
一

つ は 予 め 773K で 30min 保 持後氷水 中焼入 れを施

し、そ の 後摩擦圧 接 する もの （IIT−W ）で あ る 。 摩擦圧 接条件は 、 摩擦圧 カ
ー定 の 39．2MPa 、

ア プ セ ッ ト圧 力 39．2，127 ．8
，
196 ．IMPa （そ れ ぞ れ 条 件 A ，B ，C）と した 。

3 ．実験結果及 び 考察　　摩擦 圧接部及 び 母 材 を光学 顕微鏡で 観察 した と こ ろ 、 母材 に比

べ 圧 接部の 顕微 鏡組織の 方が結晶粒が 微細化 して お り、析出物の 量 も少ない 。 すなわ ち摩

擦圧 接 に よ り析出物 の 部分的な 固溶が起 きて い る と考え られ る。母 材で の 析 出物は、Fig ．1

に示 す TEM 写真及 び電子 回折像 か ら Ni
，
Ti と同定さ れた。圧接 部の 析 出物は Fig．2に示す

NiTi2が 主で あ っ た 。 窒化、酸化に よる反応生成物は観察されなか っ た 。 次 に ア プ セ ッ ト圧

力 127．8MPa の 場合 の 、　 HT ・W プ ロ セ ス 圧 接部の TEM 写 真及び電子回折像 を Fig．3に 、

W ・HT プ ロ セ ス を Fig ．4に 示す 。 ア プ セ ッ ト圧 力 39．2MPa の 圧接部 より転位が 多 く結晶粒

が細粒化 して い る 。 圧接後熱処理 を行 う と、転位 の再配列が起 っ て い るよ うで あ る 。 こ の

こ とは、摩擦圧 接に よ る加 工 度と熱処琿 条件 を適切 に選 定すれ ば形状記憶特性、擬弾性 の

改善 などの 可能性も考え られ る 2｝
。 Fig．3，4 か ら圧接の ま まで は B2 構造、圧 接後熱処理を

施 す と母材 と同 じ B19構 造で あ っ た 。 他 の ア プセ ッ ト圧 力 に おい て も同様 に 、 圧 接 の ま ま

で は B2 構 造、圧接後 熱処理 を施 す と B191構造で あ っ た 。　Table 　1 に示 す DSC に よ る変

態点測定 結果で は、W ・1−IT プ ロ セ ス圧 接部 の 変態温度 は母材 とほ ぼ同
一

で あ っ た 。 TEM 観

察結果 を簡単 に ま とめ て Table　2 に 示 す 。

以上の こ とか ら 、 摩擦圧 接部 自体 の 強度 ・形状記憶特性は、母材の それ と同程度で ある と

判断され る e
’
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Fig.2 (a) Electron 
'

in friction welds  and  (b)
              micrograph  of a  precipitate
                    electron  diffraction
pattern of NiTi, taken  with  [-1 1 O] orientation.
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